
イ
ン
フ
ラ
と
は

イ
ン
フ
ラ
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
略
で

あ
り
、
道
路
・
鉄
道
・
港
湾
・
ダ
ム
・
上
下
水
道
・

情
報
通
信
施
設
な
ど
の
産
業
基
盤
の
社
会
資
本
、
お

よ
び
学
校
・
病
院
・
公
園
・
社
会
福
祉
施
設
等
の
生

活
関
連
の
社
会
資
本
な
ど
を
指
す
。
言
語
的
に
は
、

下
の（infra

）構
造（structure

）と
い
う
意
味
で
あ

り
、
社
会
経
済
活
動
を
絶
え
間
な
く
支
え
る
縁
の
下

の
力
持
ち
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク（
公
）な
施
設
を
指
す
。

災
害
な
ど
で
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
が
低
下
・
停
止
し
た

際
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
あ
り
が
た
み
を
皆
さ
ん
が

感
じ
る
の
が
特
徴
の
１
つ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

さ
れ
た
高
度
情
報
社
会
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス（
強
靱
化
）、
す
な
わ
ち
災
害
か
ら
の
回
復
能

力
の
速
さ
が
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
学
者
で
文
化
勲
章
を
受
け
ら
れ
た
宇
沢
弘
文

先
生
は
、
１
９
７
０
年
代
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
を
含
む
「
社
会
的
共
通
資
本（Social

C
om
-

m
on
C
apital

）」
と
い
う
よ
り
広
い
概
念
を
提
唱

し
た
（
注
１
）
。
先
生
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
共
通
資
本

は
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
�
水
や
空
気
な
ど
の
自

然
環
境
、
�
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
社
会
的（
土
木
的
）

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
�
イ
ン
フ
ラ
、

医
療
、
教
育
、
税
金
な
ど
の
公
共
に
か
か
わ
る
制
度

資
本（
ソ
フ
ト
な
社
会
的
ル
ー
ル
）で
あ
る
。

本
特
集
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
、
災

害
対
策
、
強
靱
化
を
考
え
る
と
き
、
橋
、
港
や
堤
防

な
ど
の
個
々
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
力
学
的
安
全
性

は
当
然
の
こ
と
、
災
害
の
原
因
と
な
る
自
然
環
境
を

深
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
災
害
が

避
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
社
会
が
迅
速
に
復
旧
す

る
強
靱
化
の
た
め
に
は
、
社
会
構
造
を
災
害
に
備
え

た
か
た
ち
に
し
て
お
く
、
す
な
わ
ち
制
度
資
本
を
整

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
社
会
的
共

通
資
本
を
構
成
す
る
３
つ
の
お
の
お
の
の
特
性
を
考

え
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
う
必
要

が
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
理
解
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
宇
沢
先
生
は
も
と
も
と
理
系
で

藤
野
陽
三

ふ
じ
の

よ
う
ぞ
う

イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
に
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

（注１）宇沢弘文『社会的共通資本』（岩波新書、２０００年）

城
西
大
学
学
長
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数
学
科
を
卒
業
し
て
か
ら
、
数
学
を
使
っ
て
社
会
の

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、
独
学
で
経
済
学
を
学
び
、
成

果
を
ま
と
め
た
論
文
が
米
国
で
認
め
ら
れ
、
米
国
に

招
か
れ
た
。
向
こ
う
で
は
数
理
経
済
学
者
と
し
て
活

躍
し
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
に
最
も
近
い
日
本
人
学

者
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
事
情
が
あ
っ
て
日
本

に
戻
り
、
社
会
的
共
通
資
本
に
関
す
る
論
を
展
開
さ

れ
た
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
理
学
、
工
学
、
社
会
科

学
を
ま
た
ぐ
文
理
融
合
の
社
会
的
共
通
資
本
と
い
う

概
念
を
打
ち
出
せ
た
の
は
、
先
生
が
文
も
理
も
経
験

し
た
、
幅
の
広
さ
か
ら
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

災
害
大
国
日
本

地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、

道
路
、
鉄
道
あ
る
い
は
電
力
系
統
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

に
被
害
が
及
び
、
都
市
が
機
能
し
な
く
な
る
。
経
済

活
動
も
低
下
し
、
甚
大
な
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
２
０

１
１
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震

災
）は
直
接
被
害
だ
け
で
１
兆
円
を
超
え
る
損
失
が

発
生
し
た
。
間
接
被
害
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
数
倍
に

達
す
る
で
あ
ろ
う
。
国
の
存
亡
を
脅
か
す
レ
ベ
ル
な

の
で
あ
る
。

図
表
１
に
示
す
の
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
経
済
的

損
失
額
の
ト
ッ
プ
１０
の
国
で
あ
る
（
注
２
）
。
日
本
は
、
米
国
、

中
国
に
次
ぐ
第
３
位
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

よ
り
一
桁
近
く
損
失
額
が
大
き
い
。
人
口
を
考
え
る

と
わ
が
国
は
ま
さ
に
自
然
災
害
大
国
と
い
え
る
。

わ
が
国
で
は
地
震
に
よ
る
被
害
が
目
立
つ
が
、
最

近
で
は
水
害
も
多
い
。
死
者
５
０
０
０
人
を
超
え
た

１
９
５
９
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
以
来
、
河

川
堤
防
の
整
備
が
進
み
、
２０
〜
３０
年
前
に
は
河
川
災

害
を
克
服
し
た
と
の
認
識
が
イ
ン
フ
ラ
関
係
者
に
も

図表１ 自然災害損失額国別トップ１０

（注２）UNISDR: Economic Losses, Poverty & Disasters, 2018
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あ
っ
た
。
し
か
し
、
２０
世
紀
に
東
京
で
は
平
均
気
温

が
３
度
上
昇
し（
そ
の
要
因
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り

１
度
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
で
２
度
と
い
わ

れ
て
い
る
）、
そ
の
た
め
に
空
気
中
の
水
蒸
気
が
増

え
、
集
中
豪
雨
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
台
風
の
ス

ピ
ー
ド
が
低
下
し
た
こ
と
も
降
雨
量
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
水
害
が
発
生
し
や

す
い
条
件
が
整
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
表
２

に
示
す
の
は
、
東
京
大
学
の
沖
大
幹
教
授
に
よ
る
、

２０
世
紀
と
比
較
し
た
２１
世
紀
の
東
京
で
の
確
率
降
水

量
の
比
較
で
あ
り
、
２０
世
紀
で
は
３
０
０
年
に
１
度

程
度
降
る
雨
が
２１
世
紀
に
は
１
０
０
年
に
１
度
程
度

に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
注
３
）

。
そ
れ
に
備
え
る
と
い

う
の
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
に
向
け
て

先
に
述
べ
た
社
会
的
共
通
資
本
を
構
成
す
る
３
つ

の
要
素
の
な
か
の
１
つ
で
あ
る
自
然
環
境（
地
震
や

降
雨
等
）の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
と
い
う
地
味
な
研

究
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
被
害
を
受
け

る
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー（
道
路
、
鉄

道
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
道
施
設
）を
強
靱
に
す
る
こ

と
が
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
耐

震
補
強
が
全
国
の
イ
ン
フ
ラ
で
進
め
ら
れ
、
１６
年
後

の
東
日
本
大
震
災
で
は
そ
の
効
果
を
新
幹
線
や
高
速

道
路
に
如
実
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

昨
今
の
全
国
的
な
水
害
を
受
け
、
じ
わ
じ
わ
と
進

む
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
堤
防
高
を
上
げ
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
堤
防
の
か
さ

上
げ
工
事
が
進
む
と
は
思
わ
れ
る
が
、
費
用
だ
け
で

な
く
時
間
も
か
か
る
。
５
年
、
１０
年
で
終
わ
る
オ
ー

ダ
ー
で
は
な
い
。
地
方
の
過
疎
化
、
人
口
高
齢
化
の

な
か
で
の
投
資
バ
ラ
ン
ス
の
こ
と
も
考
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
必
要
な
こ
と
は
、
河

川
堤
防
な
ど
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
度
を
正
確
に
、

迅
速
に
、
加
え
て
低
コ
ス
ト
で
計
測
し
、
的
確
に
補

強
箇
所
を
抽
出
で
き
る
技
術（
例
え
ば
ド
ロ
ー
ン
と

レ
ー
ザ
ー
、
レ
ー
ダ
ー
な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
）や
、

緊
急
時
の
避
難
計
画
の
立
案
に
威
力
を
発
揮
す
る
、

雨
雲
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
技
術
な
ど
の

先
端
計
測
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
際
に
災

害
が
発
生
し
た
際
の
復
旧
活
動
を
策
定
す
る
う
え
で
、

空
間
的
に
分
布
す
る
イ
ン
フ
ラ
、
そ
の
災
害
の
空
間

的
な
広
が
り
や
程
度
の
把
握
、
復
旧
資
材
、
マ
ン
パ

ワ
ー
な
ど
の
情
報
で
あ
る
。
国
は
も
と
よ
り
地
方
自

治
体
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
持
っ
て
い
る
情
報
を

共
有
で
き
る
、Society

5.0

で
提
唱
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立
が
大
き
な
意

味
を
持
つ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
中
心
と
す
る
計
測
技

術
や
情
報
共
有
化
技
術
を
進
め
る
た
め
の
費
用
は
開

発
費
を
含
め
て
も
、
総
額
８
０
０
兆
円
を
超
え
る
イ

ン
フ
ラ
の
補
強
の
た
め
の
費
用
に
比
べ
れ
ば
一
桁
か

二
桁
、
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
内
閣
府
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
主
導
し
て
い
る
Ｓ
Ｉ

Ｐ（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の

よ
う
な
官
と
民
と
学
に
よ
る
分
野
横
断
的
な
研
究
開

発
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

（注３）Oki T. 2016: Integrated Water Resources Management and Adaptation to Climate Change, in A.K. Biswas and
C. Tortajada（eds.）, Water Security, Climate Change and Sustainable Development, Water Resources Development and
Management, Springer, Science+Business Media Singapore. ISBN 978-981-287-974-5, DOI 10. 1007/978-981-287-976-9_3.

図表２ 東京における確率降水量の変化

出所：東京大学沖大幹教授作成
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